
 

～ 地域協議会における会議の心得 ５か条 ～ 

その 1 自分以外の人の考えも聞きましょう（自分ばかり話さない） 

その 2 発言は簡潔にしましょう（だらだら話さない） 

その 3 建設的な話し合いをしましょう（頭から否定しない） 

その 4 話し合いやすい雰囲気を大切にしましょう（相手を責めない） 

その 5 個人の意見は平等に扱いましょう（一人の強い意見に偏らない） 

 

令和 7年度 第 8回津有区地域協議会 

次第 
 

 日時：令和 8年 1月 20日（火）午後 6時 30分～ 

会場：ファームセンター 農事研修室 

 

1 開会 

 

2 あいさつ  

 

3 議題 

⑴ 報告事項 

  戸野目・上雲寺・高士・諏訪保育園の統合園の設置について（幼児保育課） 

 

⑵ 自主的な審議 

  地域での新しいコミュニケーションの在り方について  

 

4 その他 

⑴ 次回開催日程について 

・日時：令和 8年  月  日（ ）午後 6時 30分～ 

・会場：津有地区公民館 大会議室 

 

⑵ その他 

 

5 閉会 

 

〔事前配布資料〕 

  ○・次第 

・資料 1-1,1-2 戸野目・上雲寺・高士・諏訪保育園の統合園の設置について 

・参考資料 A,B 身の周りの地域コミュニティの必要度と負担感（町内会） 

・資料 2    身の周りの地域コミュニティの必要度と負担感 

 

 



○写  

 

 

 

令和 7年 12月 16日 

 

 

 （宛先）上越市長 

 

 

津有区地域協議会   

会長  中  島  功   

 

 

 

 

戸野目・上雲寺・高士・諏訪保育園の統合園の設置について（答申） 

 

 

令和7年12月16日付け上幼第606号で諮問のあった、諮問第14号：戸野目・上雲寺・高士・

諏訪保育園の統合園の設置について、地域住民の生活に支障はないものと認めます。 

 

（附帯意見） 

○園の立地や開園後の交通量を加味し、園児や地域の安全に十分配慮した保育園として

ください。 

資料 1-1 



○写  

上 幼 第 ３ 号    

令和８年１月１３日   

 

  津有区地域協議会 

   会 長  中 島 功  様 

 

上越市長  小 菅 淳 一       

（こども・子育て部 幼児保育課）   

 

 

戸野目・上雲寺・高士・諏訪保育園の統合園の設置について（通知） 

 

 令和７年１２月１６日付けで答申のあった諮問第１４号：戸野目・上雲寺・高士・諏訪

保育園の統合園の設置について、下記のとおりとします。 

 

記 

 

諮問のとおり、戸野目保育園、上雲寺保育園、高士保育園、諏訪保育園を統合し、下池

部地内の雄志中学校南側市有地に新たな保育園を設置することとし、必要な手続きを進め

てまいります。 

なお、新保育園周辺の交通量に応じて、必要な対策を検討するなど、児童や地域の安全

が確保できるよう配慮します。 
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身の周りの地域コミュニティの必要度と負担感 

 

地域協議会で「新しいコミュニティ」について審議を進めるにあたり、地域コミュニティに

対する委員の意識の方向性を合わせるため、委員それぞれが関わる各種団体の事業（活動）に

ついて、役員（運営）と参加者それぞれの立場から、その必要性と負担感について話し合いま

す。 

まずは、ご自身が関わる団体について記入してください。 

 

町内会以外の津有地区内のコミュニティ団体一例 

 

老人会／こども会／壮年会（青年会）／婦人会（女性部）／防災士会／交

通安全協会／防犯協会／消防団／戸野目小学校区防犯組合／上雲寺小学

校後援会／食生活改善推進員会／運動普及推進員会／〇〇保護者会 

 

 

この他、自身が所属しているコミュニティ団体の名称を記入の上、その団体の事業

（活動内容）とその必要度、負担感を記入してください。 

 

 

団体名：津有地区地域づくり協議会                    

事業 

（活動内容） 

必要度と 

負担感 

役員（運営）側 参加者側 

高        低 高        低 

文化祭 
必要度   

負担感   

広報紙 
必要度   

負担感   

健康ウォーク 
必要度   

負担感   

生活環境改善学習会 
必要度   

負担感   

 

必要度   

負担感   
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団体名：                    

事業 

（活動内容） 

必要度と 

負担感 

役員（運営）側 参加者側 

高        低 高        低 

 

必要度   

負担感   

 

必要度   

負担感   

 

必要度   

負担感   

 

必要度   

負担感   

 

必要度   

負担感   

 

 

団体名：                    

事業 

（活動内容） 

必要度と 

負担感 

役員（運営）側 参加者側 

高        低 高        低 

 

必要度   

負担感   

 

必要度   

負担感   

 

必要度   

負担感   

 

必要度   

負担感   

 

必要度   

負担感   

 


